
ZEH 推進協議会 太陽光発電委員会（第１回）議事録 

 

日時：平成 30 年 4 月 24 日（火）10:00～11:40 

場所：経済産業省 別館 1 階 104 会議室 

 

議事次第 

 
1. 開会（事務局長：荒川より） 

 

2. 主催者挨拶（代表理事：小山より） 

 

3. 委員紹介・ご挨拶（各参加委員より） 

＜委員＞ 

・株式会社永住産業 小林様 

・株式会社カネカ 川本様 

・カネカソーラー販売株式会社 吉川様 

・株式会社共和 谷髙様、大西様 

・ソーラーフロンティア株式会社 恩田様 

・高島株式会社 本田様 

・長州産業株式会社 佐藤様、岸本様 

・長府工産株式会社 山本様 

・東芝エネルギーシステムズ株式会社 内藤様 

・東芝ライテック株式会社 北川様 

・ナイス株式会社 田原様 

・株式会社ナック 鈴木様 

・株式会社日本エコシステム 石原様 

・パナソニック株式会社 筒井様、西川様、高橋様 

・株式会社 P.V.ソーラーハウス協会 南野様 

・三菱電機株式会社 加納様 

・三菱電機株式会社 筒井様 

・株式会社 LIXIL 向田様 

＜オブザーバー＞ 

・経済産業省 山名様 

・株式会社インテグラル 木村様 

＜ZEH 推進協議会＞ 

・一般社団法人 ZEH 推進協議会 小山、荒川、布井、高橋、小林 

（配布資料 2・委員名簿より） 

 



4. 議事（代表理事：小山より） 

(ア) 発足の理由 

(イ) ZEH ロードマップフォローアップ委員会とりまとめ（案）の確認 

(ウ) ZEH 推進協議会からのご提案とお願い（配布資料 5 より抜粋説明） 

① 住宅用太陽光発電の大容量化のマーケティング推進協力のお願い 

② 屋根形状（建物外観）の南面拡大について＜住文化の転換を推進＞ 

③ 大容量太陽光発電のライフサイクル経済メリットについて普及啓発のお願い 

(エ) 討議（各委員より） 

・都心部での狭小地への対応についての検討が必要。 

→屋根面以外への設置検討も必要では？ 

→北側斜線についての法整備も必要では？（特に都心部） 

・太陽光と蓄電池のセット販売や EV の活用、エネルギーシェアの考え方などの啓蒙。 

→ZEH やエコについて語れる営業マンの育成も必要では？ 

・ZEH ビルダーの現状は二極化が激しい。 

→出来る会社と出来ていない会社。出来ていない会社を引き上げる工夫が欲しい。 

    ・ZEH への取り組みが出来ていない会社を引き上げる工夫 

    →モジュールメーカー、販売店と協力してのプラン作りでラインナップの充実を図る。 

・住文化の変換への対応 

→瓦屋根はどうするのか？雨漏れや換気対策は？業界としてのノウハウ化が必要。 

→太陽光発電システムの寿命と屋根の寿命の関係など 

・住宅用 PV の廃棄問題、リサイクル問題についても考えないといけない。 

→設置だけではなく、取り外した後のことまで考えることも必要では？ 

・住まいづくりは施主の意向ありき。 

→国のエネルギー施策をどのように住まい方にまで落とし込むことが出来るのか。 

※参加委員よりいただいたご意見の中で代表的なご意見を抜粋して記載。 

 

5. 今後について（事務局長：荒川より） 

(ア) 運営方法について（時期、場所、委員長、委員、議事 etc.） 

・開催時期：2 ヶ月毎 

・開催場所：経産省 別館 会議室（予定） 

・委員長：パナソニック株式会社 西川様へご依頼することで決議 

(イ) 次回開催日について 

・開催日時：平成 30 年 6 月 19 日（火）16：00～18：00→15：00～17：00 変更済み 

・開催場所：経産省 別館 会議室（予定） 

 

6. 閉会（代表理事：小山より） 

 

 

 



配布資料 

 
【資料１】  議事次第 

 

【資料２】  委員名簿 

 

【資料３】  ZEH ロードマップ委員会 とりまとめ（案） 

 

【資料４】  ZEH ロードマップ委員会 とりまとめ（太陽光発電関連の抜粋） 

 

【資料５】  2030 年平均 ZEH 化に向けた太陽光発電の大容量化マーケティングについて 

       （一般社団法人 ZEH 推進協議会 代表理事 小山貴史） 


